


12 Saku Archaeological Journal

特集　- 佐久の釣手土器 -

１　郷土遺跡１　郷土遺跡
　小諸市東雲区に所在する郷土遺跡は、国道 18号
を上がった小諸高校の西側に位置し、標高 830 ｍ
前後の浅間山南麓の傾斜面上に立地する。佐久地域
でも古くから知られた縄文遺跡であったが、平成４
（1992）～７（1995）年に行われた上信越自動車
道建設に伴う発掘調査で縄文時代中期後半から後期
初頭の竪穴住居跡 107 軒等が発見され、浅間山南
麓を代表する大集落遺跡であることが判明した。こ
の発掘調査において、２点の釣手土器が出土してい
る。

２　351 号土坑の釣手土器 ( 図 3)
　本例は、井戸尻Ⅲ式期の 351 号土坑（径 82 ×
70cm×高さ 22cm）から、若干の欠損部分はあ
るもののほぼ完形の状態で出土した。土坑から出土
する釣手土器は全国でも 10例程しかなく、そのな
かでも完形状態でみつかったものは極めて希少であ
る。私は、住居での使用後に集落の境界祭祀に関
わって意図的に埋納された可能性が高いと考えてい
る（桜井 2002「井戸尻Ⅲ式期の土器を埋設する土
坑について」『長野県埋蔵文化財センター紀要９』）。
　釣手部は三窓式となる橋を持つ。鉢部の下部外面
には環状に黒変している箇所があり、火にかけられ
た可能性がある。幅および高さはともに 22.5cm、
底径は 11.8cmをはかる。
　橋頂部には立体的な渦巻きが置かれているが、こ

れはとぐろを巻いた蛇尾を表現しているとみてよい
だろう。そして、その下に続く釣手の部分に施され
た曲線的な隆起文様は蛇体をあらわしているものと
みたい。蛇が橋頂部から下へ向かって釣手土器にか
らみつくような情景が想起されないだろうか。　

３　126 号竪穴住居跡の釣手土器 ( 図 4)
　本例は、加曽利ＥⅢ式古段階期の 126 号竪穴住
居跡（東西 6.4 ｍ×南北 5.4 ｍ）から出土した。
鉢部の上にアーチ状の橋を架けた釣手部をもつ二窓
式である。釣手部は石囲炉の北西側付近の埋土上面
から、桁のひとつが欠損していたものの、橋の形は
保たれた状態でみつかった。一方の鉢部も埋土から
の出土であったが、こちらは欠損した部分が目立ち、
復元箇所が多くなっている。釣手部の幅は桁を含め
て30cm、高さは推定だが28.5cm前後とみられる。
　橋頂部には人面が表現され、左右には渦巻文が施
されている。こうしたタイプは、東信地域に特徴的
であり、本例を典型に「郷土型釣手土器」と呼ばれ
ているが、橋の両面に人面をもつものは珍しい。　
　A面の人面は、沈線で二つの目と口を表現してい
る。鼻は隆帯で形成されたとみられるが欠損してい
た。意図的に破壊された可能性が高いと考えている。
B面は目のみの表現であったが左目部分は欠損して
いる。頂部には筒状突起を創出しており、左右の橋
にはそれぞれ２つの桁が付けられていたこともわか

図 1　郷土遺跡から浅間山を望む（平成５〈1993〉年） 図 2　126 号竪穴住居跡（410 が釣手土器）

　郷土遺跡の釣手土器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桜井秀雄
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る。
　なお、同じ「郷土型」のなかでも、佐久市の寄山
遺跡Ｈ３号住居跡出土例とは形状が実によく似てい
る。人面が両面にあることも共通している。相違と

いえば、本例よりも橋頂部が丸みを帯び筒状となら
ないことと、橋の渦巻文の回転方向が１か所を除き、
時計回りの本例とは逆であることをあげる程度であ
り、その相似性の高さが注目される。
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図 3　351 号土抗の釣手土器
　　縮尺任意 ( 長野県立歴史館蔵 )

図 4　126 号竪穴住居跡の釣手土器
　　　　　縮尺任意 ( 長野県立歴史館蔵 )
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１　はじめに
　佐久市寄山遺跡および勝負沢遺跡では、2点の釣
手土器が出土した（小林編 1995）。佐久市教育委
員会の許可を得て、ここに再録するものである。

２　二窓式釣手土器　（図 1）
　本釣手土器は、寄山遺跡 3A地区のH3号住居址
から出土した。二窓式で、器体の半分を欠損する。
高さ 29.5cm、他の法量は欠損により不明だが、復
元による推定幅は 28.5cm、推定厚 24cm、推定
底径 11.4cm、浅鉢内部の深さは 9cmを測る。

　A面では、器体の左半分を欠くが、アーチ部の頂
点には、その一部が破壊されているものの、沈線に
よる細長の眼が二つ描かれ、小さな鼻と鼻孔 2つ
が見える。その下には、わずかな横位の沈線が観察
でき、口とも見られる。
　B面では、器体の左半分を欠くが、アーチ部の頂
点には、その一部が破壊されているものの、沈線に
よる細長の眼が二つ描かれ、小さな鼻と鼻孔 2つ
が見える。口の相当部分に関しては、破損により残っ
ていない。ただしA面と同様な口があったと見て

＾

いわゆる郷土型釣手土器と他の一例
－　佐久市寄山遺跡・勝負沢遺跡の出土資料　－　　　　　堤　　　隆

図1　寄山遺跡の二窓式釣手土器
　　　（表裏側面約 1/4）

　　　(佐久市教育委員会蔵 )　　
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よいだろう。
　側面は、板状の 2枚を繋ぎ 2つの橋がかかる。
　土器の外面浅鉢部および外面アーチ部にはスス・
コゲ、黒色化はみられない。対して、浅鉢部内面は
黒色化、アーチ部内面下半分も黒色化するが、スス・
コゲは認められない。底部外面も黒色化する。

３　三窓式釣手土器　（図 2）
　本釣手土器は、勝負沢遺跡 5地区のH37号住居
址の壁際から出土した ( 写真 )。三窓式で、器体の
半分を欠損する。法量は欠損により不明だが、復
元による推定高 22cm、推定幅 21.5cm、推定厚
16cm、推定底径 9cm、浅鉢内部の深さは 6cmを
測る。
　A面では、器体の左半分を大きく欠き、アーチ部
の頂点が残らないため、顔面表現等があったのかど
うかはわからない。残存する右側の釣手部には、沈
線による隅丸方形の区画とその内部に 2本の並行
線が引かれ、いわゆる耳穴が開く。
　B面は、いわゆる複窓で、円窓の縁を隆帯が巡る。
頂点部と向って右半分、正面部を欠損する。
　外面は、B面の右の一部に黒変がある以外は、底
部も含め、全体に黒変は認められない。浅鉢部内面

は、スス・コゲの付着はないが、黒変が認められ、アー
チ部下位まで続いている。

４　まとめ
　まず、二窓式については、「郷土型」（中村
2010）とされるもので、曽利Ⅲ式期の位置づけが
考えられる。この資料は、郷土遺跡出土の当該資料
（P3）と瓜二つである。三窓式の釣手土器も、中村
耕作の教示によれば曽利Ⅲ式期に位置づけられる。

参考文献
中村耕作　2010「釣手土器の展開過程」『史葉』3　pp.21-45　
　加藤建設株式会社
小林真寿編 1995 『中条峰遺跡 寄山遺跡群勝負沢遺跡 1・寄山
　遺跡・寄山古墳 2』佐久市教育委員会

図 2　勝負沢遺跡の三窓式釣手土器　（約 1/4）とその出土状態 ( 写真中左端 )　(佐久市教育委員会蔵 )
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図 3　勝負沢遺跡の釣手土器出土状態図 3　勝負沢遺跡の釣手土器出土状態
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図 1　宮平遺跡の釣手土器　(浅間縄文ミュージアム蔵 ) 　　　　

図3　煮沸に供された釣手土器（イメージ写真）
ドングリなどC3 植物を煮たという安定同位体による推定結
果が東京大学総合研究博物館の宮内信雄氏より出されている。

図 2　釣手土器の破損状況

　本釣手土器は、御代田町の宮平遺跡
の J-33 号住居址から出土した。高さ
26.6cm、幅 24.8cm、底径 11.5cm、
浅鉢内部の深さは 8.8cmを測る。
　アーチ部の頂点には、その一部が破
壊されているものの（おそらく意図的
に）、沈線による細長の眼が二つ描かれ、
鼻と鼻孔、鼻の下には人中といわれる
筋が入り、人面を表現する。アーチの
空間部は、あんぐりと開けた口に見立
てていると思われる。
　この顔面表現の裏面であるが、その該当部分のみ
が完全に破壊されており、同様に顔があったか判断
できない ( 図 2)。が、おそらく破壊されていると
いうことは、逆説的に考えると存在したということ
だろう。
　特徴的なのは、鉢部外面に多量のススが付着して
いることである。このことは、この釣手土器が何度
も繰り返し火に掛けられたことを物語る（図 2）。
　いずれにせよこの釣手は、煮沸に供された後、顔
面部が意図的に破壊され、廃棄されたとみられる。
本釣手土器は、本誌（P3）の中村耕作編年でいうと、
曽利Ⅲ式期に位置づけられる。また、東京大学総合
研究博物館による土器付着炭化物の放射性炭素年代
は 4623～ 4835calBP となっている。

　この顔面表現の裏面であるが、その該当部分のみ
が完全に破壊されており、同様に顔があったか判断
できない ( 図 2)。が、おそらく破壊されていると
いうことは、逆説的に考えると存在したということ

　特徴的なのは、鉢部外面に多量のススが付着して

宮平遺跡の釣手土器　　堤　　　隆

『佐久考古通信』は、今 117号からオールカラーとなりました。デザインも一新したため、編集に手間取り会員のお手
元に届くのが遅くなりました。お詫び申し上げます。
縄文ブームといわれる昨今、確かにギャルまで “かわいい ”と土偶を愛でていますが、いつまで続くのでしょうか？
今号は釣手土器を特集しましたが、次号も注目の特集 (たぶん馬具 )をご期待ください。　　　　　　　　　（堤　　隆）

■　編集後記
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